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はじめに 

 

世界中で経験したことがない超高齢化国家である我が国は、大きな転換期を迎えています。 

こうした中、人生 100 年時代を豊かに過ごせる生涯現役都市となるための実践として、東京都立産

業技術大学院大学（AIIT）は、「AIIT シニアスタートアッププログラム」を平成 30 年度より開講していま

す。 

起業に挑戦するシニア層の方を後押しし、起業に必要とされる高いレベルの知識及びスキルを短

期間で修得することを目指すプログラムにより新たな学びの場を提供することができました。令和元年

度は、多様な経験を有する極めて熱心な 25 名の方が受講し、基礎科目、事例研究型科目、ＰＢＬ型

科目に合格した 21名の方が修了されました。 

 

東京都立産業技術大学院大学は、専門職大学院として、広く横断的な視野で問題解決できるコン

ピテンシー（業務遂行能力）を身につけるため PBL（Project Based Learning）型教育を導入しています。

令和元年度は、「檜原村における地域ビジネスを考える」をテーマとして PBL に取り組みました。１泊

２日の合宿を行い事業訪問や現場視察の上アイデアソンを実施し、地域ビジネスの提案を行いまし

た。 

 

なお、平成 31年４月より学校教育法 105 条関連規則の改正により、履修証明プログラムの総時間

の要件が 120 時間から 60 時間へ引き下げられ、本プログラムは履修証明プログラムとなり、学校教育

法に基づいた修了証明書が発行できるようになりました。また、令和２年度からは文部科学省認定の

「職業実践力育成プログラム」（BP：Brush up Program for professional）として実施いたします。国の政

策の後押しもあり、受講生にも一層の魅力向上を図り、社会人やシニア層の多様なニーズに応えるこ

とが求められています。 

 

本プログラムの実施にあたりまして、東京都、品川区、檜原村と産業界のご協力をいただきましたこ

とに対して、深く感謝いたします。 

 

令和２年 12月 

板倉 宏昭 
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1  事業の概要 

 

1.1  事業の目的 

 少子高齢化が進展する我が国及び先進諸国の中で、今後、我が国の経済が持続的成長を確保す

る為には、これまで成長を支えてきた各企業の定年退職者層及び予備軍（以下「シニア」）を、起業と

いう選択肢と向き合い、果敢に挑戦する高度人材として育成することが不可欠である。特に、社会人の

学び直しによる高度人材育成を特色とした「専門職大学院」である本学が、高齢化先進都市である東

京都において、生涯教育モデルを提示することに意義がある。このため、当プログラムでは、大学院、

東京都、産業界等が協働して、シニアを対象に、起業に必要とされる高いレベルの知識・スキルを短

期間で修得できる大学院プログラムを開発・構築し普及する取組によって、シニア人材養成を図るとと

もに、大学院教育（修士課程レベル）でのシニア学び直しを推進する。  

 

1.2  事業の意義・必要性 

本プログラムは、起業家（アントレプレナー、イントレプレナー）や中小企業の事業承継を目指す者

を受講対象としており、現実の起業・創業や、事業承継のニーズに応えることを目的としている。我が

国企業数の大多数を占め経済を下支えしてきた中小企業の活性化につき、その新規創業や新事業

創造に向けた起業家の教育、スムーズな事業承継や新事業展開には、成長基盤育成と共に日本経

済の成長・発展にもかかる課題が多く残されている。特に、「『日本再興戦略』改訂2014(新成長戦略)」

では、開業率の倍増計画が掲げられ、新規創業や新事業創造の担い手となる起業家の教育が大きな

課題となり、その担い手としてのシニア層への起業教育は、高齢化社会進展に伴う雇用創出の側面か

らも重要と考えられる。本講座は、起業に必要な基礎的な知識・スキルを学んだ後に、不確実性高ま

る社会環境において、どのようなビジネスモデルが求められるか等、東京都並びに産業界と連携した

実践事例を取り扱うことで、起業や事業承継を目指すシニア受講生のニーズに応える内容のプログラ

ムであり、中小企業の活性化に寄与するものである。 

また、本プログラムは、起業・創業にかかるビジネスモデルの題材として、地域に根差した課題を取

り扱うこととしており、地域活性化にも寄与するものである。 「日本再興戦略 2016」においても重要課

題と位置づけられた地方創生については、国内構造的課題である少子高齢化と地域経済縮小化克

服のためのイノベーション創造が求められており、起業家に対しても、その役割貢献が期待される処で

ある。本プログラムは、東京都、（公財）東京都中小企業振興公社等との協力体制のもとに実施するこ

とで、地域の活性化に関連する題材を扱い、ビジネスモデルを構築するという演習型の科目を含む。

受講生が地域課題に真摯に向き合い、本講座で獲得した知識を活用して新規ビジネス創出に取り組
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み、その成果を発表することで地域に新たな知見を提供するのみならず、修了後において現実に地

域に根差した起業・創業を行うこととなれば、地域振興としての効果も一層期待される処である。 

 

1.3  事業の体制 

本プログラムでは、「AIIT シニアスタートアッププログラム運営委員会」を設置し、事業推進体制を構

築した上で、事業を推進している。協議の場としての運営委員会は以下の役割等を担当し、年間 12

回程度開催する。 

 当事業の運営統括（計画・進捗・成果の確認等） 

 カリキュラム、授業科目の内容に関する議論 

 プログラムの仕組みに関する議論 

 シニアの学び直しのための環境に関する議論 

 

表 1: AIIT シニアスタートアッププログラム運営委員会 委員名簿 

団体名 職名 氏名 備考 

産業技術大学院大学 学長 川田 誠一 アドバイザー 

産業技術大学院大学 情報アーキテクチャ専攻 教授 板倉 宏昭 委員長 

産業技術大学院大学 産業技術研究科長 

創造技術専攻 教授 

橋本 洋志 委員 

産業技術大学院大学 OPI 長 

創造技術専攻 教授 

越水 重臣 委員 

産業技術大学院大学 特任教授 戸沢 義夫 委員 

産業技術大学院大学 創造技術専攻 教授 三好 祐輔 委員 

産業技術大学院大学 管理部長 裏田 勝巳 委員 

 

1.4  産学公の連携 

当事業での産学公連携（支援内容等）を以下に示す。 

 

 授業への実務家講師派遣 

 実証授業への参加を通じた専門的知見の提供 

 地域における現状の課題、成功事例・失敗事例・ノウハウの提供、調査 

 授業、イベントへの施設提供 

 シニア受講生の募集 
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《産学連携の実績》 

本学では、以下に示す運営諮問会議、OPI 等の活動により、産学連携を積極的に行ってきた。 

 

 〈運営諮問会議〉 

本学では、産業界のニーズを把握し、教育内容に反映したり、また産業界と連携して教育研究

を効果的に実践したりするために、本学が人材育成を行う産業分野の専門家、企業の経営者

等の学外委員から構成される運営諮問会議を本学開学の 2006 年から設置している。運営諮

問会議からは、産業界からみた本学の教育研究体制、運営体制、本学教育カリキュラムの妥

当性、修了生のキャリアパス、教員の研修、PBL プロジェクトの共同実施等の本学教育運営体

制に関する広範な課題等に関する答申が提出される。提出された答申は、本学の中期計画、

年度計画に反映されている。 

 〈OPI（オープンインスティテュート）〉 

本学OPI は、本学の教育研究成果を広く社会に還元するとともに、地域・産業界のニーズにタ

イムリーに応じたカリキュラムを提供する場として、また、地域・産業界との交流の場として設置

された組織である。また、地域の企業が自社の研究所を OPI に開設し、社員・学生・大学教員

等から構成されるプロジェクトを結成して研究開発を行う活動も行っている。 

 

 これらの取り組みから、本学では産学連携が行われる環境が整っている。これらの体制・実績か 

ら、当事業で設置する協議の場としての運営委員会には、社会人学び直しと、事業創出に関しての 

経験を重視し、委員を決定している。また、実証授業への参加、実務家教員の派遣、受講生募集 

では、東京都との連携に加え、運営諮問会議等の本学と各種の産学連携を行っている企業にも 

協力を依頼している処である。 

 

1.5  令和元年度事業の成果 

   令和元年度は、PBL 型科目等の教材・地域の調査・開発と、開発した教育プログラム（カリキュラ 

ム、教材）にしたがって、実際に教育プログラム（大学院修士課程レベル）の運用を行う。PBL 及び 

事例研究の教育効果を高めるため、産業界から講師（専門家）を招聘して、集中型の PBL キャン 

プを開催する。また事業成果（進捗）報告等は、PBL成果発表会開催、報告書で行う。当事業の 

成果を以下に示す。 

 

 「シニア起業家養成」教育プログラムの運用 

 PBL キャンプ（２日間） 
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 運営委員会開催 11回 

 事業成果報告書作成と配布（連携公共機関、関係教育機関、企業等） 
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2  活動報告（令和元年度） 

 

2.1  運営委員会 

2.1.1  第１回 運営委員会 

 日時： 2019/05/10（金） 10:30-11:30 

 場所:産業技術大学院大学 258 室 

 出席者 

- 川田学長 

- 越水OPI 長 

- 板倉教授 

- 亀井特任教授 

- 裏田管理部長 

 次第 

- 講演会の次第について 

- 募集要項について 

- シラバスについて 

- 年間予定について 

- 基礎科目開講カレンダーについて 

- オリエンテーションの概要について 

 

2.1.2  第２回 運営委員会 

 日時： 2019/06/13（木） 14:00-15:15 

 場所:産業技術大学院大学 259 室 

 出席者 

- 川田学長 

- 越水OPI 長 

- 板倉教授 

- 亀井特任教授 

- 裏田管理部長 

 次第 
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- ５０歳以下の出願者への対応について 

- 講演会の運営について 

- 選考試験の運営等について 

- 平成３０年度シニアスタートアッププログラム報告書について 

- 履修証明プログラムの運用について 

- 事前審査申請者について 

- 説明会の開催について 

- 職業実践力育成プログラム（BP）の認定について 

 

2.1.3  第３回 運営委員会 

 日時： 2019/07/15（月・祝） 15:30-16:00 

 場所:産業技術大学院大学 351-ｂ 室 

 出席者 

- 板倉教授 

- 越水OPI 長（後日審議） 

- 亀井特任教授 

- 三好教授（橋本研究科長代理） 

- 裏田管理部長 

 次第 

- 事前審査及び合否判定の所管について 

- 本年度の選考試験合否及び受講科目について 

- 本年度の受講者募集の延長について 

 

2.1.4  第４回 運営委員会 

 日時： 2019/08/02（金） 21:50-22:00 

 場所:産業技術大学院大学 265 室 

 出席者 

- 板倉教授 

- 越水OPI 長 

- 三好教授（橋本研究科長代理） 

- 亀井特任教授 

- 裏田部長 
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 次第 

- 本年度の選考試験合否及び受講科目について（追加募集分） 

 

2.1.5  第５回 運営委員会 

 日時： 2019/10/04（金） 14:00-14:30 

 場所:産業技術大学院大学  258 室 

 出席者 

- 川田学長 

- 越水OPI 長 

- 板倉教授 

- 三好教授 

- 裏田管理部長 

 次第 

- 基礎科目（選択科目）の合否判定について 

- 事例研究型科目の受講選考について 

- 授業評価アンケート結果（基礎科目のうち選択科目）について 

- 今後の予定について 

 

2.1.6  第６回 運営委員会 

 日時： 2019/11/12（火） 14:00-14:30 

 場所:産業技術大学院大学 259 室 

 出席者 

- 川田学長 

- 橋本研究科長  

- 越水OPI 長 

- 板倉教授 

- 三好教授 

- 裏田管理部長 

 次第 

- 事例研究型「事業デザイン要論」の合否判定について 

- PBL 型科目「シニアスタートアップ特論」の受講選考について 

- 授業評価アンケート結果（事例研究型科目）について 



 12 

- 今後の予定について 

 

2.1.7  第７回 運営委員会 

 日時： 2019/12/17（火） 11:00-12:00 

 場所:産業技術大学院大学 259 室 

 出席者 

- 川田学長 

- 橋本研究科長  

- 越水OPI 長 

- 板倉教授 

- 戸沢特任教授 

- 三好教授 

- 裏田管理部長 

 次第 

- 令和元年度 PBL 成果発表会及び修了式の開催について 

- 令和２年度AIIT シニアスタートアッププログラム実施方法について 

- 檜原村 PBL キャンプの実施報告について 

- 今後の予定について 

    

2.1.8  第８回 運営委員会 

 日時： 2020/01/21（火） 11:00-12：00 

 場所:産業技術大学院大学 258 室 

 出席者 

- 川田学長 

- 越水OPI 長 

- 板倉教授 

- 戸沢特任教授 

- 三好教授 

- 裏田管理部長 

 次第 

- AIIT シニアスタートアッププログラム履修証明書について 

- 令和２年度「職業実践力育成プログラム」（BP）について 
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- 次年度の予算について 

- 今後の予定について 

- PBL 成果発表会及び修了式の周知について 

 

2.1.9  第９回 運営委員会 

 日時： 2020/02/20（木） 13:00-14:00 

 場所:産業技術大学院大学 258 室 

 出席者 

- 川田学長 

- 橋本研究科長  

- 越水OPI 長 

- 板倉教授 

- 戸沢特任教授 

- 三好教授 

- 裏田管理部長 

 次第 

- 基礎・演習型科目「東京経済事情」の合否判定について 

- 修了判定の手続きについて 

- 修了アンケートの実施について 

- 令和２年度講演会について 

- 令和２年度の予定について 

- 本プログラムのパンフレットにおける構成内容について 

- 今後の予定について 

 

2.1.10  第１０回 運営委員会 

 日時： 2020/02/27（木）～28（金）  

 場所: メール審議 

 次第 

- PBL 型科目合否判定について 

- 令和元年度修了判定について 
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2.1.11  第１１回 運営委員会 

 日時： 2020/03/17（火） 11:00-12:00 

 場所:産業技術大学院大学 259 室 

 出席者 

- 川田学長 

- 越水OPI 長 

- 板倉教授 

- 戸沢特任教授 

- 三好教授 

- 裏田管理部長 

 次第 

- 令和元年度本プログラム PBL 成果発表会の代替について 

- 令和２年度本プログラム開講科目について 

- 令和２年度本プログラムの予定について 
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2.2  講演会   

2.2.1  講演会次第 

 日時：2019/06/22（土） 13:00-15:45 

 場所：Ｓｔａｒｔｕｐ Hub Tokyo 

 スケジュール 

13:00-13:15 開会挨拶 川田 誠一 氏 (産業技術大学院大学 学長) 

（第 1 部） 

13:15-14:15 基調講演  「投資家はスタートアップの何を見ているのか」 

岩田 真一 氏 (ATOMICO日本代表パートナー・本学客員教授) 

         （元スカイプジャパン株式会社 代表取締役） 

14:30-15:30 パネルディスカッション 

      「ＡＩＩＴシニアスタートアッププログラムの学びについて」 

（ 登 壇 者 ）  岩田 真一 氏 

  平成 30年度本プログラム修了生４名 

            （モデレーター） 亀井 省吾 産業技術大学院大学 特任教授 

（第 2 部） 

15:30-15:45 令和元年度ＡＩＩＴシニアスタートアッププログラムの説明 

              板倉 宏昭 産業技術大学院大学 附属図書館館長 教授 
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 会場の模様 

  

  

 

 

 

2.2.2  基調講演 

 講師：岩田 真一 氏  ＡＴＯＭＩＣＯ日本代表パートナー・本学客員教授 
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（元スカイプジャパン株式会社 代表取締役) 

 タイトル：「投資家はスタートアップの何を見ているのか」 

 

2.2.3  パネルディスカッション 

 登壇者：岩田 真一 氏、平成 30年度本プログラム修了生４名 

 モデレーター：亀井 省吾 産業技術大学院大学 特任教授 

 タイトル：「ＡＩＩＴシニアスタートアッププログラムでの学びについて 

 

2.3  説明会 

2.3.1  説明会次第 

 日時： 2019/05/25 （土 ）  15:30-16:30, 06/05 （水 ） ,06/13 （木 ） ,06/25 （火 ） ,07/29 （月 ） 

19:00-20:00 

 場所：産業技術大学院大学 351b 演習室 

 内容 

開会挨拶 川田 誠一 氏 (産業技術大学院大学 学長) （2019/05/25（土）のみ） 

AIIT シニアスタートアッププログラム概要説明 

          板倉 宏昭 産業技術大学院大学 附属図書館館長 教授 

ＡＩＩＴシニアスタートアッププログラム出願手続説明  事務局 

                

2.4  PBL キャンプ 

 日時：2019/11/23（土）～11/24（日）、別途 2019/10/26（土）19:00-21:30 産業技術大学院大学

にてオリエンテーション実施 

 場所： 檜原村  

 講師：釼持 勝 氏 （イーリゾート 代表） 

 参加者：板倉 宏昭 氏（産業技術大学院大学 教授）、亀井 省吾 氏（産業技術大学院大学 

特任教授） ほか大学関係者９名、受講生 21名 

 実施の模様（2019/11/23-11/24） 
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 教材資料：以下資料抜粋 
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3  成果報告（令和元年度） 

 

3.1  教育プログラム（カリキュラム及び教材開発） 

「シニア起業家」養成の教育プログラムは、戦略・IT技術・マネジメント等の融合型プログラムであり、

当教育プログラムのための科目（講義５科目、事例研究・PBL２科目）から構成される。教育プログラ

ムの体系を以下に示す。 

 

3.1.1  修得すべき能力 

本学運営諮問会議の答申によれば、今後期待される人材像として、自ら新しい事業を創出できるイ

ノベーション高度人材が挙げられている（運営諮問会議 平成 25 年度 答申）。スタートアップが創出

するイノベーションは、IT 技術等を駆使し、新しい事業を開発し、マネジメントすることができてはじめ

て本当の変革を実現できる。 

したがって、修得すべき知識・スキルは以下に示すように戦略、マネジメント、IT 技術を中核に多岐

にわたる。 

 

 戦略・マーケティング（経営、スタートアップ、イノベーション等） 

 マネジメント（タスク・プロジェクト、人材・組織、ファイナンス） 

 先端基盤技術としての IT 技術（クラウド、アプリ、AI、ブロックチェーン等） 

 地域における対象分野の業務知識・現状・課題（観光・物販・医療等の各種業種） 

 メソッド・ツール（リーン、課題管理、コラボレーション等） 

 

3.1.2  教育内容（授業科目等）、教育方法 

当教育プログラムのカリキュラムは、以下の３段階から構成される。授業科目一覧は表３を参照され

たい。 

 

 基礎科目の講義・演習型科目３科目以上（必修である東京経済事情を除き、２科目以上を

選択必修） 

シニア起業家に必要とされる知識・スキルの修得・定着 

 事例研究型科目１科目（必修） 

事例研究及び事業設計による事業開発手法の修得 
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 PBL（Project Based Learning）型科目（必修）  １科目 

地域の現状から問題を特定し、現実の課題に対する問題解決・事業開発のプロジェクトの実

行  

 

当教育プログラムのカリキュラムでは、基礎科目では、最初にシニア起業家としての知識・スキルと、   

地域の現状・課題等を講義・演習型科目で学ぶ。次に事例研究型科目で各種の事例から事業開発

手法を学ぶ。最終段階では、業務遂行能力の修得のため、これまで学んだ知識・スキル・事業開発手

法を活用・駆使して、PBL型科目で、対象地域の現状から課題を特定し、現実の課題に対する問題解

決・事業開発のプロジェクトを実行する。当教育プログラムの履修の流れを下図で示す。 

 

図 1: 履修の流れ 

 

《基礎科目: 講義・演習型科目》 

基礎科目では、シニア起業家に必要とされる知識・スキルの修得・定着のため、講義・演習型５科目

を設定する。 

 

 〈オーダーメイド型カリキュラム〉 

シニア受講生は、既に修得している知識・スキル、及び現在までのキャリアが様々であり、また

高度人材としての目標も（アントレプレナー、イントレプレナー、事業承継等）様々であるため、

当教育プログラムでは、すべての科目を固定の必修科目とするのでは無く、各学生のキャリア

プランに対して必要とされる知識・スキルを修得できるように、基礎科目群から独自の履修計画

を設計する仕組みを取る（オーダーメイド型カリキュラム）。 

 〈大学院レベルの知識体系・知識単位〉 

当教育プログラムの授業科目は、履修によって修得可能な到達レベルが明確に設定されてい

る。学生は、オーダーメイドの履修計画を作成する段階、実際の授業科目の履修の段階等、

各自が修得する必要がある知識がどの程度修得できているかという達成度を常時確認するこ

とができる。 

 〈学修効果を高める教育手法〉 
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単に知識の修得だけでは無く、実際に業務で活用できる事例に基づいた講義・演習・グルー

プワーク・録画授業による反復学修を、科目別に最も適した構成で取り込んだ教育手法を採

用する。 

 

《事例研究型科目》 

事業デザイン要論では、MBA 等で活用されているケーススタディ、ケースメソッド等の手法を参考に、

本学にて開発した事例研究型教育手法によって事業開発手法を学ぶ。 

 

 〈PBL 型教育を意識した独自教材〉 

本授業は、本学にて開発した独自教材の事例に基づいて、（フェーズ１）学生による事前準備、

（フェーズ２）小グループでのグループディスカッション、（フェーズ３）クラスディスカッションと

いう流れで授業を展開し、各種の事例に対する要因分析から、情報分析、問題解決のスキル

を駆使して、戦略立案、実現可能性の検証、意思決定の訓練を行い、PBL 型教育に対する準

備とする。 

 

《PBL 型科目》 

実際の業務を成功に導くためには、経験及び業務遂行能力（コンピテンシー）が不可欠である。本

科目では、地域の現状から問題を特定し、現実の課題に対する問題解決・事業開発のプロジェクトを

実行する。実際の業務に近いプロジェクトを体験することで、知識・スキルの活用経験を蓄積し、さらに

コンピテンシーを修得するために PBL（Project Based Learning）型授業を行う。 

 

 〈業務遂行能力（コンピテンシー）〉 

本学が提唱する「コンピテンシー」に類似する概念には、仕事、多くの職場や地域社会で多様

な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力を意味する「社会人基礎力」、問題解決・交

渉・モチベーションアップ等の非定型の対人的技能を意味する「ソフトスキル」等がある。本プ

ログラムでは、シニア起業家に必要とされる業務遂行能力として、「７つのコアコンピテンシー」、

さらにこれらの源として「３つのメタコンピテンシー」を設定している。 

 〈大学院レベルの PBL〉 

本学では、2006 年の開学時から PBL 教育を行い、PBL の教育手法を積極的に開発してきて

おり、PBL 活動を通常の大学院の修士論文（研究活動）相当に位置付けている。学生は、原

則３年次の時間のすべてを PBL に使う。PBL 教育は、医学・看護等の分野で先行して活用さ

れているが、他の大学等では、既存の教材にしたがったシミュレーションだったり、数単位相当
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の時間であったりすることが多いが、本学の PBL は、大学院レベルの質・量で、実務に近い相

当規模のプロジェクトを行うことが特徴である。企業・自治体等の外部組織と連携したり、成果

を論文として発表したりする PBL も多数ある。 

 〈PBL のメンバー構成〉 

通常の業務では、単独で問題解決にあたることは稀で、通常は複数メンバーからプロジェクト

が構成される。本学 PBL でも、これを反映し、５名程度のメンバーからプロジェクトを構成し、

問題解決のために協働作業を行う。シニア受講生が多数を占める本プログラムでは、構成メン

バーの職業・職位・経験等は様々で、経験を積んだ技術者やデザイナー、教員、一流企業の

部長級というメンバー構成等、タスクタイプ多様性あるチーム構成が実現する。各 PBL チーム

には５名の教員が指導にあたる。 

 〈成果・過程・評価〉 

通常の業務プロジェクトは、成果はもちろんであるが、計画に従った進捗管理も要求される。本

学 PBL でも、プロジェクト計画を作成し、計画的に作業したり、計画を修正したりすることによっ

てプロジェクト管理を体験する。PBL 型科目の成績は、３名以上の教員で評価点を付け、成

績評価を決定する。評価点は、あらかじめシラバスに明記された基準への達成度による評価

に基づき、PBL の「成果」及び「活動状況」を「質」及び「量」から評価を行う。 

 

表２に、当プログラムの科目の概要、表３に、当プログラムの授業科目一覧を示す。 

 

表 2 科目の概要 

授業科目名 英語 担当教員 内容 

東京経済事情 Tokyo 

Economic 

Situation  

板倉 宏昭、

ゲスト講師 

活躍する行政、起業された経営者、支援団

体のマネジメントを講師に招き、オムニバス

形式で広く東京の経済事情を学ぶ。行政の

政策やスタートアップ企業の戦略、スタート

アップの現状と課題について学ぶ。 

経営戦略要論 Strategic 

Management 

原田 保 本講義は実践的な戦略感を養成するため

の直感的な閃きと、これを実体化させる基

礎的な理論に関する知識の習得を指向す

るために、インタラクティブな場の構築が期

待される。また、特に重視される戦略は、コ

ンテクストからの戦略デザイ ンである。 こ れ

によって、コンテンツドリブンのモノづくり主

義からの脱却を図り、コンテクスト指向の価

値づくり能力の獲得ができるようになる。 
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マーケティング要論 Marketing 江戸 克栄 本講義では、伝統的マーケティングマネジメ

ントの基本的知識だけではなく、実践的な

「分析力」と「創造力」を養う必要がある。本

講義では、伝統的マーケティングマネジメン

トの基本的知識を習得するだけではなく、

演習を通してマーケティングに必要なマー

ケティング・マインドを養っていく。さらに、現

代社会の潮流を分析した上で、今後のマー

ケティングの中で重要になってきている顧客

志向、関係構築、グローバル化、情報化社

会について考察していく。 

ファイナンス要論 Venture 

Finance  

三好 祐輔 本講義の目標は、経営者の立場で必要な

ファイナンスの基礎を修得することである。

企業が起業から事業成長する過程で、どの

よ う な資金調達手段があり、資金提供を受

けるにはどのような要件を満たす必要がある

かを学ぶ。本講義を通して、企業財務に関

する実践的知識・スキルの取得と問題発見

と解決・提案力を培えるように支援する。ま

た、本講義では、ベンチャーキャピタル等の

アントレプレナーに独特のファイナンスと、

企業評価の手法等コーポレート・ファイナン

スの領域においてアントレプレナーに有用

なもの、双方について学ぶ。 

IT イノベーション要論 IT Solutions 戸沢 義夫 今後の情報社会情報システムの役割は、デ

ータ取り込みと情報共有手段としての役割

がさらに重要となる。専門家でなくても容易

にクラウド活用できるサイボウス社のKintone

を用いて、システム構築を試みる。身近なテ

ーマを選んで Kintone による情報システム

構築を行う以外に、最近話題になっている

テーマ(ブロックチェーンや人工知能など)に

ついて解説する。 

事業デザイン要論 Business 

Design 

戸沢 義夫 

亀井 省吾 

既存の事業開発・事業改革の事例(ケース)

を研究する。事例を理解し、成功あるいは

失敗の理由等を調査・ 議論することで、事

業マネジメントを擬似経験する。ビジネス環

境の変化はどう か、ステークホルダー は 誰

か 、ビジネスモデルはどうなっているか、ビ

ジネスプロセス等を正しく把握する。ビジネ

ス目標、経営戦略に照らして、どのような課

題があるかを明確にする。与えられた事例

に対して、チームで検討し、結果をプレゼン

テーションする。 

シニアスタートアップ特

論 

Ptoject 

Based 

Learning 

板倉 宏昭 

亀井 省吾 

当科目では、スタートアッププログラムの最

終段階として、社会の現状から問題を特定

し、現実の課題に対する問題解決・事業開
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発のプロジェクトを実行する。実際の業務に

近いプロジェクトを体験することで、知識・ス

キルの活用経験を蓄積し、さらにコンピテン

シーを修得するために PBL(Project Based 

Learning)型の演習授業を行う。 

 

表 3 授業科目一覧 

種類 科目名 授業時間数 

基礎 

東京経済事情 12 

マーケティング要論 12 

ファイナンス要論 12 

IT イノベーション要論 12 

経営戦略要論 12 

事例 

研究 
事業デザイン要論 12 

PBL シニアスタートアップ特論 12 

 

 基礎科目群として、必修科目である東京経済事情を除く４科目は、２科目以上の選択必修科目で

あり、事例研究型科目である事業デザイン要論の履修前に修了する必要がある。また、PBL 型科目で

あるシニアスタートアップ特論の履修前には、事業デザイン要論を修了する必要がある。 

 

3.1.3  授業期間 

本プログラムは８月に始まり、翌年２月に終わる。授業期間は、概ね以下の通りである。授業時間

は、社会人の学び直しを考慮し、原則として、平日の夜間及び土日昼間に授業を開講している。 

 

 東京経済事情：８月から２月中旬までの８回 

 基礎科目（東京経済事情除く）：８月から９月末までの８回 

 事業デザイン要論：10月から 11月初旬までの８回 

 シニアスタートアップ特論：12月から２月初旬までの８回＊ 

＊ ２月に補講 1回実施 

 

また、欠席者へ授業録画等の仕組みを活用した。 

 



 26 

3.1.4  履修資格 

日本の４年制大学を卒業した者、またはこれに準ずる者。 

 

3.1.5  成績評価方法・基準 

成績評価は 100 点満点での評価点を参考に、以下表にしたがい合否判定を行う。 

 

表 4 成績評価 

判定 評価点 成績 

合格 100 点から 90 点 5 

合格 89 点から 80 点 4 

合格 79 点から 70 点 3 

合格 69 点から 60 点 2 

不合格 59 点から 1点 1 

不合格 0 点 0 

 

厳格で一貫した成績評価を行い、教育の質を保証するため、以下の成績評価及び基準を設定す

る。 

 

 科目ごとに成績評価５あるいは４にあたる「上位到達目標」、成績評価３あるいは２にあたる

「最低到達目標」という到達目標を設定し、これらに準拠した絶対評価を行う。各科目の到達

目標はシラバスで公開する。 

 成績評価は原則として、授業の目的及び到達目標に則した複数の方法で行う。成績評価の

方法及び比率（「課題レポート 30%、発表 30%、試験 40%」等）はシラバスで公開する。 

 成績評価の方法に出席点に相当するものは無い。 

 

3.1.6  修了要件 

  東京経済事情含む基礎科目３科目以上を修了し、事業デザイン要論、シニアスタートアップ特論

を修了すること（内訳は下表参照）。 
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表 5 修了要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修了要件の最小総授業時間数（基礎科目３科目、事業デザイン要論、シニアスタートアップ特論）

60時間（12時間×５科目）である。 

 

3.1.7  担当教員 

 表６に、当プログラムの授業担当教員一覧を示す。このほかに、「東京経済事情」、「シニアスタート

アップ特論」等では産業界、公共機関からゲスト講師等を招聘する。 

表 6 担当教員 

教員名 専任 実務家 当事業で担当する講義 学位・業績・経歴 

板倉 宏昭 ◯ ◯ 
東京経済事情、シニアスター

トアップ特論 

本学情報アーキテクチャ専攻 教

授、博士（学術）、元（株）日本

IBM等 

亀井 省吾  ◯ 
事業デザイン要論、シニアス

タートアップ特論 

本学特任教授、博士（学術）、元

東京海上日動火災保険（株）等

（Venture Capital 等） 

戸沢 義夫  ◯ 
IT イノベーション要論、事業

デザイン要論 

本学名誉教授、理学修士、元

（株）日本 IBM等（Distinguished 

Engineer・コンサルタント等） 

原田 保  ◯ 経営戦略要論 

一般社団法人地域デザイン学会 

理事長、元（株）西武百貨店取締

役（企画室長等）等 

江戸 克栄   マーケティング要論 
県立広島大学大学院 経営管理

研究科 専攻長 教授、修士（商

科目群 備考 

種別 

必修 
選択 

必修 
選択 

基礎科目（東京経済事情）  ◯ ― ― 

基礎科目群（東京経済事情

以外） 
４科目から選択 ― ２科目 ◯ 

事業デザイン要論 事例研究型科目 ◯ ― ― 

シニアスタートアップ特論 PBL 型科目 ◯ ― ― 
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教員名 専任 実務家 当事業で担当する講義 学位・業績・経歴 

学） 

三好 祐輔 ○  ファイナンス要論 
香川大学大学院地域マネジメン

ト研究科 教授、経済学博士 

 

3.2  当教育プログラム運用状況 

3.2.1  オリエンテーション 

 日時：2019/08/1１（日・祝） 13:00-16:00 

 場所：産業技術大学院大学 351a 教室 

 受講生：25 名 
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3.2.2  東京経済事情 

 日時：2019/08/21（水）,28（水）,9/25（水）,10/23（水）,11/6（水）,12/11（水）,2020/01/15

（水）,02/10（月） 19:00-20:30 

 場所：産業技術大学院大学 351a 教室他 

 受講生：25 名 

活躍する行政、起業された経営者、支援団体のマネジメントを講師に招き、オムニバス形式で広く東 

京の経済事情を学ぶ。行政の政策やスタートアップ企業の戦略、スタートアップの現状と課題につい 

て学ぶ。 
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3.2.3  経営戦略要論 

 日時：2019/08/16（金）,23（金）,09/6（金）,09/20（金） 18:30-21:40 

 場所：産業技術大学院大学 351a 教室他 

 受講生：21 名 

本講義は実践的な戦略感を養成するための直感的な閃きと、これを実体化させる基礎的な理論に関

する知識の習得を指向するために、インタラクティブな場の構築が期待される。特に重視される戦略

は、コンテクストからの戦略デザインである。これによって、コンテンツドリブンのモノづくり主義からの脱

却を図り、コンテクスト指向の価値づくり能力の獲得ができるようになる。 
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3.2.4  マーケティング要論 

 日時：2019/09/3（火）,10（火）,12（木）,24（火） 18:30-21:40 

 場所：産業技術大学院大学 351a 教室他 

 受講生：15 名 

本講義では、伝統的マーケティングマネジメントの基本的知識を習得するだけではなく、演習を通して

マーケティングに必要なマーケティング・マインドを養っていく。さらに、現代社会の潮流を分析した上

で、今後のマーケティングの中で重要になってきている顧客志向、関係構築、グローバル化、情報化

社会について考察していく。 
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3.2.5  ファイナンス要論 

 日時：2019/09/11（水）,18（水）18:30-21:40, 21（土）13:00-16:15,27（金）18:30-21:40 

 場所：産業技術大学院大学 351a 教室他 

 受講生：16 名 

本講義では、ベンチャーキャピタル等のアントレプレナーに独特のファイナンスと、企業評価の手法等

コーポレート・ファイナンスの領域においてアントレプレナーに有用なもの、双方について学ぶ。 
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3.2.6  IT イノベーション要論 

 日時：2019/08/17（土）,31（土）,09/7（土）,14（土） 13:00-16:15 

 場所：産業技術大学院大学 351a 教室他 

 受講生：14 名 

現在の情報社会における情報システムの役割として、データ取り込みと情報共有側面がさらに重要に

なってくる。本授業では、専門家でなくても容易に業務で活用できるサイボウス社のクラウドを活用した 

Kintone を活用し、情報システムを構築する。また、最近話題になっているテーマ(ブロックチェーンや

人工知能など)について解説する。 
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3.2.7  事業デザイン要論 

 日時：2019/10/19 （土）18:30-20:00,27 （日）13:00-18:00, 11/04 （月）13:00-18:00,09 （土）

18:30-20:00 

 場所：産業技術大学院大学 351a,286PBL 教室 

 受講生 24名 

既存の事業開発・事業改革事例を理解し、成功あるいは失敗の理由等を調査・議論することで、事業

マネジメントを擬似経験する。ビジネス環 境変化、ステークホルダー、ビジネスモデル、ビジネスプロセ

ス等を正しく把握する。ビジネス目標、経営戦略に照らし、どのような課題があるかを明確にする。チー

ムで検討し、プレゼンテーションする。 
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3.2.8  シニアスタートアップ特論 

 日時：2019/12/08（日）,22（日）,2020/01/26（日）,02/02（日）,補講 02/09（日） 13:00-16:15 

 場所：産業技術大学院大学 351a,286PBL 教室 

 受講生 22名 

当科目では、スタートアッププログラムの最終段階として、社会の現状から問題を特定し、現実の課題

に対する問題解決・事業開発のプロジェクトを実行する。実際の業務に近いプロジェクトを体験するこ

とで、知識・スキルの活用経験を蓄積し、さらにコンピテンシーを修得するために PBL(Project Based 

Learning)型の演習授業を行う。 
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3.2.9  プログラム運用結果 

 本プログラム科目の履修状況は以下表７のとおり、基礎科目においては、受講生全員が必修にて受

講する東京経済事情以外の選択必修４科目について、１科目平均約 17名が受講し、必修選択 2科

目に合格した 24 名が事例研究型である事業デザイン要論に進んだ。更に、事業デザインに合格した

23名の内、22名が PBL 型科目であるシニアスタートアップ特論に進み、最終的に 21名が本プログラ

ムを修了した。授業評価アンケートによると、対象外のシニアスタートアップ特論以外の６科目は、５

段階評価で 3.84の評価平均を得ている。尚、担当講師には結果をフィードバックしつつ、講義内容の

一層の改善を促している。 

表 7 令和元年度プログラム受講者の集計 

 履修者数 授業評価 合格者 

東京経済事情 25 3.60 25 

経営戦略要論 21 3.88 20 

マーケティング要論 15 4.25 13 

ファイナンス要論 16 3.91 16 

IT イノベーション要論 14 3.82 14 

事業デザイン要論 24 3.76 23 

シニアスタートアップ特論 22 - 21 

                   

3.2.10  PBL 成果発表会 

令和元年度シニアスタートアップ特論のチーム構成は、「檜原村における地域ビジネスを考える」を

テーマとしてタイトル別に４チーム。各チームの進捗については、担当教員によるコアミーティングの

他、産業界及び公共機関から有識者レビュアーを招聘した中間レビューにおいて、プレゼンテーショ

ンを実施し、意見交換を行っている。 

なお、予定していた PBL成果発表会は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止とした。 
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表 8 令和元年度 PBL 

 人数 タイトル 

A チーム ７名 森と生きる ～ KumikiHinohara ～ 

B チーム ５名 ～ 檜原から世界へ ～ Global Elite Boarding Schook Project 

C チーム ５名 東京里山 × ICT 認知症予防セラピー 

D チーム ４名 TOKYO檜原村 心と体のデトックス 

 

《A チーム》 

 タイトル： 「森と生きる ～ KumikiHinohara ～」 

 内容： 以下、資料抜粋 
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《B チーム》 

 タイトル： 「～ 檜原から世界へ ～ 

Global Elite Boarding School Project」 

 内容：以下、資料抜粋 
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《C チーム》 

 タイトル： 「東京里山×ＩＣＴ 認知証予防セラピー」 

 内容： 以下、資料抜粋 

  

  

  

 

《D チーム》 

 タイトル： 「ＴＯＫＹＯ檜原村 心と体のデトックス」 

 内容： 以下、資料抜粋 
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3.3  修了アンケート結果 

アンケート結果は、評価平均が満足度 3.9、知人推薦度 3.5 と比較的高い一方、起業貢献度は 3.2、

修了自慢度は 3.1 に止まっている。また、本プログラムの特徴への満足度は、受講費 4.5 平日夜間と

土曜開講 4.1、学生間人間関係 4.2、PBL4.0 と高くなっている。一方で、コンピテンシー修得の評価平

均は 3.4 と低くなっている。次年度以降は、起業家としてのコンピテンシー獲得に向けたプログラム充

実を一層図っていくことが肝要と認識している。 
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表 9 プログラム受講満足度 

 評価平均 回答者数 評価５ 評価４ 評価３ 評価２ 評価１ 

満足度 3.9 18 4 10 3 1 0 

起業貢献度 3.2 18 3 3 7 5 0 

修了自慢度 3.1 18 1 5 7 4 1 

知人推薦度 3.5 18 1 10 4 3 0 

 

表 10 プログラムの特徴に関する満足度アンケート 

 評価平均 回答者数 評価５ 評価４ 評価３ 評価２ 評価１ 

PBL 4.0 18 7 7 2 1 1 

知識スキル修得 3.5 18 3 6 6 3 0 

コンピテンシー獲得 3.4 18 3 7 3 5 0 

平日夜間開講 4.1 18 6 7 5 0 0 

土曜開講 4.1 18 5 9 4 0 0 

日曜開講 3.7 18 5 7 2 3 1 

３段階制 3.8 18 4 9 2 3 0 

８月開講 3.4 18 3 4 8 3 0 

インターネット視聴 3.8 17 6 4 5 2 0 

受講費 4.5 18 10 7 1 0 0 

図書館 3.7 18 6 4 5 2 1 

設備等（教室等） 3.4 18 1 6 10 1 0 

学生間の人間関係 4.2 18 7 8 3 0 0 

 

【自由記述】 

〈あなたが本講座での学習や経験などを通じて得られて良かったと思うものを、順番に書いてください。

(例：スキルアップ、人脈、コミュニケーション能力等コンピテンシー、知識等）) 

・コミュニケーション能力 

・コンピテンシー 

・人脈 

・起業における押さえるべき知識、経営・マーケティングの体系的な理解 

・起業した方の講義等による、起業としての心構え 
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〈本学がより良くなるためのご提案が有れば、具体的に書いてください。（教育内容、教育制度、PR 方

法、設備等）〉 

・基礎科目については、仕事の都合で２つしか受けられなかったので、対面だけでなく、オンラインや

MOOCのような形式の活用を検討いただきたい。 

・秋葉原校舎での授業頻度を上げ、アクセスをより容易にした方が良い。 

・選択科目を入学前に決めましたが、入学してから事情や環境が変わるので、選択の変更が出来るシ

ステムがあったら良いと思います。 

・全ての教室に机ごとに電源が来ていると良いと思います。 

・基礎科目は五つ全て取りましたが、短期間に課題をこなさなくてはならず負担に感じました。もう少し

期間に余裕をもたせるなどの工夫があってもいい気がします。 

・実学を標榜することが、貴学の特色であるとすれば、地元（例：八潮地域、商店街、福祉施設）をフィ

ールドとして、本講座のプロジェクトを継続するしくみがあれば、地元にも検討の成果がいかされる提

携ができる可能性があると感じた。 

・PBLに関しては、レールが敷かれた状況で教員の意に沿うような活動を求められたと感じました。起業

家を養成するという講座としては自主性や主体性を削がれる指導であったと感じます。助けが必要な

状況になるまでは自由に活動させて欲しかったと思います。 

・何故、檜原村をターゲットにした PBL を実施するのか、何を求めているのかが全く理解できなかった。

もし檜原村に貢献することに意義を置かないなら、テーマの設定は不要と思います。 
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※選択科目について、３科目以上の受講を希望する方は、以下の欄に　を記入してください。選考に合格
し、定員の状況により受講が認められることがあります。ただし、３科目以上の受講を希望しない場合は、
　を記入しないでください。

なお、受講が認められた場合は、一部の科目を辞退することはできません。

（令和2年3月31日現在）

■

第３希望の選択科目を受講希望します

第４希望の選択科目を受講希望します

■受講を希望する選択科目の第１希望〜第４希望まで順位を付してください。（第２希望までは必須です。）

令和元（2019）年度

必修１科目

〈
キ
リ
ト
リ
線
〉 

（様式３）
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無断複製等禁止の標記について 

 

 

成果報告書の無断複製等の禁止の標記については、次によるものとする。 

 

 

本報告書は、東京都連携事業として、東京都立産

業技術大学院大学が実施した令和元年度「AIITシニ

アスタートアッププログラム」の成果を取りまとめ

たものです。 

 従って、本報告書の複製、転載、引用等には東京

都立産業技術大学院大学の承認手続きが必要です。 
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